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 （図表１）研修の概要 

（概要） 
研修名：企業先視察研修 
日 程：平成 29年 1月 24日（火） 
視察先：①ストラパック株式会社（横浜工場） 
    ②株式会社マテリアル 
    ③株式会社北嶋絞製作所 
    ④大手飲料メーカー 
対 象：①入庫４年目以上の若手総合職職員 
    ②本人の意思で受講を希望し、部門長が 
     推薦する職員 
    ③職場でのリーダーシップの発揮が求め 
     られる職員 
人 数：20人 

（スケジュール） 

     目黒支店に集合 

     （貸切バスによる移動研修） 

 09:00 ストラパック㈱視察 

 11:00 ㈱マテリアル視察 

     京浜島支店（昼食等） 

 14:00 ㈱北嶋絞製作所視察 

 16:00 大手飲料メーカー視察 

     情報交換会 

     品川駅で解散 

（備考）さわやか信用金庫資料より信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

 

 

 

 

 

１．「企業先視察研修」について 
(1) 問題意識 
 東京都に本店を置くさわやか信用金庫は、平
成 29年１月 24日に「企業先視察研修」を開催
した。 
 同金庫職員の年齢構成をみると、20代が営業
店の半数を占めるなど、若手職員の比率が急速
に高まっている。そのため、若手職員、なかで
も現場の最前線で活動する若手渉外担当者の
早期育成・戦力化が課題となっていた。 
 こうしたなか同金庫は、若手職員の現場力の
強化のため、モノづくり職人の集団である製造
業の取引先を訪問し、生きた現場感覚を習得す
る実践的な育成研修「企業先視察研修」を開催
することとした。 

 (2) 研修の概要 
 同研修は、同金庫人事研修部と子会社の㈱さ
わやかリサーチによる共催である。視察先との
調整などの企画立案については、同社が全面的
に担当した。 
 受講対象は、入庫４年目以上の総合職職員で、
性別は問わない。本人の参加意思に加え、職場
でリーダーシップの発揮が求められる職員か
ら、部門長が推薦する形とした。 
 企業視察先の３社（ストラパック㈱、㈱マテ
リアル、㈱北嶋絞製作所）は、同金庫の重要取
引先であると同時に、わが国を代表する製造業
とされる。今回の研修では、優良な取引先を視
察することで、日常業務では得られない経験を
提供する狙いがあった。 

さわやか信用金庫の目利き力強化のための「企業先視察研修」 
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ポイント 

 東京都に本店を置くさわやか信用金庫は、平成 29年１月 24日に「企業先視察研修」を開催した。 
 同研修の開催目的は、若手職員の現場感覚の養成である。同金庫職員の年齢構成をみると、20代

の若手が急速に増えており、若手職員の早期育成・戦力化が課題となっていた。 
 研修の事務局は、同金庫の人事研修部と子会社の㈱さわやかリサーチが共催で務めた。 
 当日は若手職員 24 人（男性 21 人、女性３人）の参加を得、同金庫の取引先３社（ストラパック

㈱（横浜工場）、㈱マテリアル、㈱北嶋絞製作所）の製造現場を視察した。 
 同金庫では、同研修を通じて、若手職員が優良な製造現場を実体験できたと評価する。参加者か

らは、『工場（現場）を見ることの大切さを再確認した』などの感想が聞かれた。 
 今後も同様の実践型研修を企画しており、29年５月には第２弾の企業先視察研修を開催予定であ

る。 
 

 

 

 

（図表４）都道府県別郵便貯金減少額と 
 信用金庫個人預金増加額 
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（備考）１．日本銀行『預金現金貸出金調査表』お

よび日本郵政公社ＨＰより作成 
    ２．両業態とも、2000 年度末から 2004 年
度末までの総増減額 
    ３．旧船橋信金および旧杵築信金の合併を

調整して算出 
    ４．推計式は以下のとおり。 
 信用金庫個人預金増加額＝－440.30＋0.250×郵

便貯金減少額 
             （-1.043）（6.147） 
 ＜決定係数=0.444、( )内はｔ値、推計期間

2000-2004 年度末＞ 



 

本レポートは、情報提供のみを目的とした上記時点における当研究所の意見です。施策実施等に関する最終決定は、ご自身の判断でな

さるようにお願いします。また、当研究所が信頼できると考える情報源から得た各種データ等に基づいて、この資料は作成されており

ますが、その情報の正確性および完全性について当研究所が保証するものではありません。 

 

２．当日の流れ 
 当日は、24 人の若手職員（男性 21 人、女性
３人）の参加を得て同研修が開催された。また、
同金庫本部スタッフや同社社員なども事務
局・アドバイザーとして同研修に参加しており、
総勢 40人近くとなった。 
 参加者は同金庫目黒支店に集合、貸切バスに
よりストラパック㈱（横浜工場）を視察した。
同社は、梱包機器などの製造を行っており、国
内外で高いシェアを有する。次に㈱マテリアル
を視察した。同社では製造マシンの視察に加え
同金庫も協賛する「下町ボブスレー」の実機を
見ることもできた。 
 昼食後の午後からは㈱北嶋絞製作所を視察
した。同社は一枚の金属板から立体の製品を製
造する国内有数の技術を有し、航空機やロケッ
トなどの部品を取り扱う。最後に大手飲料メー
カーを視察、参加者による情報交換会の後、品
川駅で解散となった。 
 
３．評価等 
 同金庫では、同研修の開催を通じ、若手職員
が優良な製造業の現場を実体験できたと評価
している。若手職員の目利き力やコンサルティ
ング能力を向上させるためには、真に優れた製
造業の活動に触れる必要がある。モノづくり企
業に対する関心の高まりにも期待している。 
 同金庫および同社では今後も同様の実践型
研修を企画しており、29年５月には第２弾の企
業先視察研修を開催予定である。 
 また、同研修に参加できなかった若手・中堅
職員への情報還元を含め、別途、２月 15 日の
「営業エリア別勉強会」（城南エリアの店舗を
対象）で研修報告を行った。他エリアでも同様
の勉強会を開催し、ノウハウ等を共有していく
予定である。 
 
<参加職員の感想等> 
 座学ではなく実際の現場を視察すること

で、新たな気付きや製造現場の雰囲気を感
じ取ることができた。 

 わが国を代表するモノづくり企業の製造
現場を視察でき、工場（現場）を見ること
の大切さを再確認した。 

 現在、製造業の取引先を担当していない
が、今回の研修では中小製造業を支援する
信用金庫の重要性を再確認することがで
きた。モノづくりへの興味も高まった。 

 視察した３社とも５Ｓが行き届いており、
また、社員教育の大切さを感じた。取引先
企業を訪問する際、今回の視察内容などを
還元したい。 

 ３社目の北嶋絞製作所では、実際に絞り技
術を体験できた。自ら体験してみることで
目利き力の向上につながったと思う。 

（図表２）ストラパック株式会社（横浜工場） 

 

（備考）図表２～４まで信金中央金庫  

    地域・中小企業研究所撮影（29年 1月 24日） 

 

（図表３）株式会社マテリアル 

 

 

（図表４）株式会社北嶋絞製作所 
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